
10月8日体育の日
大石田町スポレクフェスティバル
P2～3
大石田まつり写真コンテスト
P4～5
平成30年度大石田町防災訓練
P7

■表紙写真
　小中学校芸術鑑賞会「歌舞伎公演」（10月15日）
　町内の小中学生が歌舞伎を鑑賞し、歌舞伎の代
表的な化粧「隈取」も体験しました。
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み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ

み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ

　

第
24
回
大
石
田
町
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
体
育
の
日
の
10
月
８
日
（
月
）
に
開
催
さ

れ
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の
競
技
に
約
５
０
０
名
が
参
加
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し

て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
石
田
中
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
た
総
合
開
会
式
で
は
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
方
な
ど
が
、

平
成
30
年
度
大
石
田
町
体
育
協
会
表
彰
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
表
彰
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
つ
ど
い
　
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

　

大
石
田
中
学
校
の
体
育
館
で
は
、

町
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
一
堂
に

会
し
「
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
つ
ど

い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
つ
ど

い
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
対
抗

の
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
、

町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
か
ら
５

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
交
流
を
楽
し

み
な
が
ら
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ

て
い
ま
し
た
。

大
石
田
町
体
育
協
会

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
表
彰

功
労
賞

　

佐
藤　

秀
好（
大
石
田
Ｊ
Ｓ
Ｃ
）

努
力
賞

　

齋
藤　
　

悠（
大
石
田
Ｊ
Ｓ
Ｃ
）

　

渡
邉　

斗
亜（
大
石
田
Ｊ
Ｓ
Ｃ
）

　

佐
藤　
　

蓮（
大
石
田
Ｊ
Ｓ
Ｃ
）

　

村
岡　
　

楓（
大
石
田
ノ
ー
ス
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ
）

　

石
山　

陽
愛（
大
石
田
誠
剣
友
会
）

　

森　
　

卓
樹（
大
石
田
キ
ン
ダ
ー
ズ
）

　

髙
橋　

一
成（
大
石
田
キ
ン
ダ
ー
ズ
）

　

西
尾　

翔
太（
大
石
田
キ
ン
ダ
ー
ズ
）

大
石
田
町
体
育
協
会
表
彰

体
育
協
会「
功
労
賞
」

　

遠
藤　

仁
作

�

（
大
石
田
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
）

　

三
宅　

美
保

�

（
大
石
田
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
）

　

星
川　

新
作

�

（
大
石
田
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
）

体
育
協
会「
感
謝
状
」表
彰

　

伊
藤　

富
夫

�

（
大
石
田
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
）

体
育
協
会「
栄
光
賞
」

星
川　

照
三

鈴
木　

康
大（
大
石
田
町
身
体
障
害
者
福
祉
会
）

青
木　

喬
祐（
村
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

柏
倉　

康
平（
山
形
大
学
）

長
瀬　

卓
也（
国
際
武
道
大
学
）

桐
原　

京
佑（
山
形
中
央
高
等
学
校
）

海
藤　

崚
二（
山
形
市
立
商
業
高
等
学
校
）

横
尾　

勇
人（
新
庄
神
室
産
業
高
等
学
校
）

奥
山　

華
波（
新
庄
東
高
等
学
校
）

海
藤　
　

優（
天
童
高
等
学
校
）

柴
﨑　
　

光（
村
山
産
業
高
等
学
校
）

戸
田　

涼
太（
大
石
田
中
学
校
）

伊
藤　

桜
子（
大
石
田
中
学
校
）

村
形　
　

歩（
大
石
田
中
学
校
）

横
山　

歩
希（
大
石
田
中
学
校
）

井
上　

斗
彩（
Ａ
Ｃ
．Ｚ
ｅ
ｅ
ｌ
ｅ
）

黒
沼　

暉
生（
Ａ
Ｃ
．Ｚ
ｅ
ｅ
ｌ
ｅ
）

遠
藤　

太
胡（
新
庄
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
）

石
山　

朋
毅（
大
石
田
中
学
校
）

八
鍬　
　

匠（
ガ
ン
バ
山
形
体
操
ク
ラ
ブ
）

押
切　

快
頼（
尾
花
沢
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ
）

齋
藤　

元
希（
筑
波
技
術
大
）

齋
藤　

実
来（
日
本
大
学
山
形
高
等
学
校
）

有
路　

瑠
菜（
東
桜
学
館
高
等
学
校
）

有
路　

寧
（々
大
石
田
中
学
校
）

安
達　

朱
梨（
大
石
田
中
学
校
）

伊
藤　

千
織（
大
石
田
中
学
校
）

佐
藤
ま
と
い（
大
石
田
中
学
校
）

石
川　

美
裕（
大
石
田
中
学
校
）

永
登　

拓
海（
大
石
田
小
学
校
）

工
藤　

初
果（
大
石
田
中
学
校
）

斉
藤　

紗
江（
大
石
田
中
学
校
）

笹
原　

美
桜（
大
石
田
中
学
校
）

五
十
嵐
愛
美（
大
石
田
中
学
校
）

菊
地　

香
怜（
大
石
田
中
学
校
）

髙
橋
洸
乃
葉（
大
石
田
中
学
校
）

齋
藤
ゆ
づ
き（
大
石
田
中
学
校
）

井
苅　

真
菜（
大
石
田
中
学
校
）

松
沢　

も
も（
大
石
田
中
学
校
）

安
達　

結
子（
大
石
田
中
学
校
）

森　

さ
く
ら（
大
石
田
中
学
校
）

相
馬
洸
羽
音（
大
石
田
中
学
校
）

永
登　

采
佳（
大
石
田
ノ
ー
ス
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ
）

柏
倉　

可
怜（
大
石
田
ノ
ー
ス
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ
）

齋
藤　

愛
加（
大
石
田
ノ
ー
ス
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ
）

佐
々
木
朱
里（
大
石
田
ノ
ー
ス
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ
）

柴
崎　
　

彩（
大
石
田
ノ
ー
ス
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ
）

村
岡　
　

柚（
大
石
田
ノ
ー
ス
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ
）

石
山
希
々
花（
大
石
田
ノ
ー
ス
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ
）

村
岡　
　

楓（
大
石
田
ノ
ー
ス
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ
）

井
苅　

咲
貴（
大
石
田
ノ
ー
ス
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ
）

齋
藤
は
づ
き（
大
石
田
ノ
ー
ス
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ
）

柴
崎　
　

園（
大
石
田
ノ
ー
ス
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ
）

遠
藤　

佳
人（
大
石
田
Ｊ
Ｓ
Ｃ
）

工
藤　

悠
誠（
大
石
田
Ｊ
Ｓ
Ｃ
）

齋
藤　
　

悠（
大
石
田
Ｊ
Ｓ
Ｃ
）

渡
邉　

斗
亜（
大
石
田
Ｊ
Ｓ
Ｃ
）

鈴
木　

成
琉（
大
石
田
Ｊ
Ｓ
Ｃ
）

保
芦
摩
比
呂（
大
石
田
Ｊ
Ｓ
Ｃ
）

齋
藤　

大
翔（
大
石
田
Ｊ
Ｓ
Ｃ
）

優　勝　大石田ＪＳＣスポーツ少年団Ａチーム
準優勝　大石田ＪＳＣスポーツ少年団Ｂチーム
第３位　大石田ノースフェアリーズスポーツ少年団

勤
労
者
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

大
石
田
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
ソ

フ
ト
コ
ー
ト
、
下
河
原
運
動
公

園
で
は
大
石
田
町
に
住
ん
で
い

る
方
や
職
場
が
あ
る
方
を
対
象

に
し
た
勤
労
者
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大

会
に
は
12
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

白
熱
し
た
戦
い
を
繰
り
広
げ
る

と
と
も
に
、
親
睦
を
深
め
て
い

ま
し
た
。

　

町
ス
ポ
ー
ツ
広
場

で
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
52
人
が

参
加
し
、
交
流
を
楽

し
み
な
が
ら
全
24

ホ
ー
ル
を
競
い
、
さ

わ
や
か
な
汗
を
流
し

ま
し
た
。

Ａ
コ
ー
ト

�

（
大
石
田
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

優
　
勝　
竜
ヶ
崎
一
高

準
優
勝　
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
～
宝
味

Ｂ
コ
ー
ト

�（
大
石
田
中
ソ
フ
ト
コ
ー
ト
）

優
　
勝　
役
場
２・３・給

準
優
勝
　
Ｊ
Ａ
ウ
ィ
ン
グ
ス

Ｃ
コ
ー
ト

�

（
下
河
原
運
動
公
園
）

優
　
勝
　
ノ
ー
ス
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ

準
優
勝　
ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト

　
　
　
　
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
ズ

優　勝　伊藤　富夫　55打
第２位　斉藤　利雄　56打
第３位　土田　和平　57打
第４位　矢作　善一　58打
第５位　小座間道子　58打
第６位　石山　　実　59打

※�打数が同じ場合はホールインワ
ン数と少ない打数で上がった
ホールの数で順位を決定。

10月８日（月）体育の日
第24回大石田町スポーツレクリエーションフェスティバル

スポーツの秋！楽しく交流
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「
優
美
（
涌
谷
太
鼓
）」

�

大
場　

直
寛
（
河
北
町
）

「二人の打ち手」
� 木内　　徹（南通）

「調子を合わせ」
� 須藤　佐重（山形市）「華麗に！楽しく！」

� 伊藤　拓真（東根市）

「粋な男たち」
� 芳賀　和代（寒河江市）

「親子の共演」
芳賀　長悦（寒河江市）

　大石田まつり写真コンテストの審査会が1０月
１日（月）に行われました。大石田まつり部門
74点、維新祭部門95点の応募作品から、入賞し
た作品を紹介します。受賞作品は町ホームペー
ジにも掲載しています。
　また、応募された全作品を虹のプラザに11月
５日（月）まで展示していますので、どうぞご
覧ください。

特
選

特
選入選

入選

入選
入選

入
選

入
選

佳
作

佳
作
「
水
面
に
映
る
、
大
花
火
」

�

中
村　

雄
太
（
千
葉
県
）

佳
作
「
乙
女
の
舞
い
」

�

寒
河
江
秀
典
（
山
形
市
）

佳
作
「
千
輪
菊
20
号
ご
覧
あ
れ
！
」

�

小
沼　
　

均
（
金
山
町
）

佳
作
「
踊
る
う
つ
く
し
ま
連
」

�

須
藤　

征
義
（
岩
ケ
袋
）

佳
作
「
最
上
川
の
花
火
」

�

白
田　

恭
悦
（
天
童
市
）

佳
作
「
涌
谷
の
気
合
」

�

中
村　

雄
太
（
千
葉
県
）

「
百
花
繚
乱
」
増
川　
　

満
（
河
北
町
）

「
夢
色
の
華
」

�

近
野　

範
夫
（
天
童
市
）

「
天
空
の
花
畑
」

�

木
内　
　

徹
（
南
通
）「

彩
光
の
迫
力
」

�

伊
藤　

拓
真
（
東
根
市
）

「
成
人
の
絆
」

佐
竹　

吉
廣
（
寒
河
江
市
）

佳作

佳作

大
石
田
ま
つ
り
の
部

維
新
祭
の
部

大石田まつり写真コンテスト
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今
月
は
、
東
京
で
開
催
さ
れ
る
移

住
セ
ミ
ナ
ー
や
、
10
月
11
日
に
参
加

予
定
の
催
し
の
準
備
な
ど
、
周
辺
自

治
体
の
方
と
一
緒
に
仕
事
を
す
る
こ

と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

北
村
山
の
９
名
の
協
力
隊
メ
ン

バ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
全
く
違
う
内
容
で

活
動
し
て
い
ま
す
。
フ
ォ
ト
コ
ン
の

企
画
で
も
そ
う
で
し
た
が
、
最
近
よ

く
考
え
る
こ
と
は
、「
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
活
動
の
正
解
っ
て
な
ん
だ

ろ
う
？
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
自
分

た
ち
だ
け
で
な
く
他
地
域
の
協
力
隊
、

町
民
の
方
々
、
観
光
客
の
方
な
ど
と

話
を
し
な
が
ら
日
々
模
索
し
て
い
ま

す
。

　

恐
ら
く
決
ま
っ
た
正
解
は
な
く
、

地
域
の
取
り
組
む
べ
き
課
題
に
対
し

て
向
き
合
っ
て
い
ら
れ
る
か
ど
う
か

が
、
各
地
で
の
「
正
解
」
な
の
か
な

と
思
い
ま
す
。

　

大
石
田
町
で
も
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
二
期
メ
ン
バ
ー
を
迎
え
る
予
定

で
す
。
方
向
性
が
ズ
レ
な
い
よ
う
に

一
段
と
気
を
引
き
締
め
て
今
後
の
動

き
を
精
査
し
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
コ
ラ
ム

大
石
田
町
エ
ト
ペ
ソ
ラ

今月は遠藤が
お届けしました！

大石田まつり
×

むらやま徳内まつり

インスタグラム
フォトコンテスト結果発表！

（左）大石田部門　最優秀賞� golden_field 様�（涌谷町／男性）
　維新祭で花笠踊りを披露する女性の凛とした美しさを切り
取った１枚です。
（上）村山部門　最優秀賞� zuhotin 様�（仙台市／女性）
　一番の見どころ・ポーズが決まった瞬間が収められています。

　８月13日～28日にかけて、大石田町と村山市の協力隊が両市町のまつりをテーマにフォトコンテストを開
催しました。
　写真共有アプリ「インスタグラム」を使用することで、２つのまつりの情報発信者を増やそうという試み
です。応募数9０作品の中から、大石田部門、村山部門で各５作品を受賞作として選出しました。

大石田町・村山市 地域おこし協力隊合同企画
インスタグラムフォトコンテスト
「北村山まつりジェニック2018」
開催期間：８月13日㈪～28日㈫
応募数：90作品

　

大
石
田
町
防
災
訓
練
が
1０
月
14
日
（
日
）

に
旧
豊
田
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、

豊
田
地
区
自
主
防
災
会
な
ど
の
地
区
住
民
や

消
防
団
第
４
分
団
を
中
心
と
し
た
町
の
消
防

団
員
ら
約
２
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
防
災
訓
練
は
、
山
形
盆
地
北
部
断

層
帯
を
震
源
と
す
る
地
震
が
発
生
し
、
町
内

で
震
度
６
強
を
観
測
し
た
と
の
想
定
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
訓
練
で
は
住
民
ら
の
避
難
訓
練

や
消
防
隊
員
に
よ
る
一
斉
放
水
、
地
区
住
民

に
よ
る
水
消
火
器
を
使
っ
た
初
期
消
火
訓
練
、

炊
き
出
し
訓
練
、
応
急
手
当
訓
練
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
ら
は
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め

る
た
め
の
実
践
的
な
技
術
の
向
上
を
図
り
な

が
ら
、
災
害
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
に
努
め

て
い
ま
し
た
。

１
／
消
防
団
に
よ
る
一
斉
放
水
訓
練　
２
／
水
消
火
器
を
使
っ
た
初
期
消
火
訓
練　
３
／
応
急
手
当
訓
練
で
は
、
地
区
住
民
が
消
防
団
員
の

指
導
を
受
け
な
が
ら
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。　
４
／
ア
ル
フ
ァ
米
を
使
用
し
た
お
に
ぎ
り
な
ど
の
炊
き
出
し
訓
練

５
／
豊
田
地
区
自
主
防
災
会
に
よ
る
火
災
防
御
訓
練　
６
／
煙
体
験
ハ
ウ
ス
で
火
災
発
生
時
の
煙
の
怖
さ
を
体
験
し
ま
し
た
。

３

２ １

４

５

６

　町では、おととし「大石田町防災マップ」を全戸に配布しています。
災害はいつどこで発生するか予測できません。地域や各家庭で日ごろか
ら自分が住む地域の危険箇所や避難場所を確認し、いざというときに備
えることが重要です。
　また、ただちに避難をするためには、日ごろから非常持出品を準備し
ておくことも重要です。この機会に防災マップを確認して、家庭での備
えを万全にしましょう。

突
然
訪
れ
る
災
害
に
備
え
て

大
石
田
町
防
災
訓
練

防災マップの再確認を！
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赤い羽根共同募金オープニング
金への協力を募る「赤い羽根共同募金オープニ
ングセレモニー」が1０月６日（土）に大石田駅

前の広場で開催されました。セレモニーでは、ふたば
横山保育園の園児による和太鼓の演奏、ふたば保育園
の園児によるリトルマーチングバンドの演奏のほか、
児童館に通う児童によるマーチング演奏やヒップホッ
プダンスが披露されました。また、共同募金のシンボ
ルキャラクター“愛ちゃん”も登場し会場を盛り上げ
ていました。
　その後、園児や児童らが募金活動を行い、会場に集
まった皆さんから多数の温かい善意をいただきました。
大変ありがとうございました。

募

稲の手刈りに挑戦！
内３小学校の５年生児童が手作業の稲刈り
を体験しました。各小学校では農作業の大変

さや収穫の喜びを味わってもらおうと、毎年春に田
植え、秋に稲刈り体験を行っています。
　このうち９月19日（水）には大石田北小で「はえ
ぬき」の稲刈りが、1０月1０日（水）に大石田南小、
11日（木）に大石田小で「つや姫」の稲刈り体験が
行われました。子どもたちは慣れない鎌を使う作業
に戸惑いながらも稲の刈り取りを行い、刈り取った
稲を束ねていました。各校ではこのあと脱穀作業な
ども行い、収穫した米を味わう収穫祭を開くことに
しています。

町

大石田北小学校

大石田南小学校 大石田小学校

日時・場所 内　　　　　　　容

10月・11月の
展示図書館内
展示コーナー

①そばまつり展示
　10月27日・28日に開催されるそばまつりに合わせて、
蕎麦についての本を展示しています。
②『図書館大賞　2018』展示
　県内の図書館職員が投票した本をご紹介。今年の
テーマは「人生の転機になった１冊」です。

11月30日㈮
　14:00～16:00

虹のプラザ
多目的ホール、
２階中会議室

（※）

算数・数学エンターテイメントショー
「わくわく数の世界の大冒険」
　数の話を中心に、数的好奇心を高め、興味をかきた
てる理数教育の可能性についてご講話いただきます。
○講師：桜井　進氏（株式会社 sakurAi Science 
　Factory 代表取締役、東根市出身）
○参加費：無料
※ 町内の小学５・６年生、中学生対象事業のため、一

般の方でご参加の方は２階中会議室モニタースク
リーンでの視聴になります。

11月20日㈫
 10：00～

虹のプラザ
２階小会議室１

読書会「『百人一首』を読む」
〇お電話にて前日までお申込みください。
○本　お持ちの「百人一首」の本をご持参ください。
　　　 これから買う場合は「角川ソフィア文庫ビギ

ナーズクラシックス『百人一首』」をご購入く
ださい。

行事・展示のおしらせ

図書館の利用方法が変わります

10/27日㈯ ～11/9日㈮は
読 書 週 間

もっと
快適に

もっと
気軽に

〈“読書の秋”は図書館へどうぞ〉
「読書週間」期間中に利用者カードをつくら
れた方に、オリジナルしおりをプレゼント！

　館内の閲覧テーブル席
において、フタつき飲料
（飲み口が完全にしまるも
の）の飲用が可能になりま
す。（例：ペットボトル・
水筒・密閉できる缶などに
入った飲料）
　利用時以外はカバンなど
に収納いただき、結露など
にはご注意ください。

　これまで館内２階へのカ
バン類の持ち込みに制限が
ありご不便をおかけしてい
ましたが、11月２日から全
館カバン類の持込が可能に
なります。
◎スーツケースなど特に大
きな荷物は、館外コイン
ロッカーまたはカウンター
に預けてください。

２Ｆ

ニュース 玉 手 箱

■開館時間／午前９時～午後７時（日曜日・祝日は午前９時～午後５時）
■休 館 日／毎週木曜日・特別整理期間ほか《11月の休館日》１日㈭・８日㈭・15日㈭・22日㈭・29日㈭

大石田町町民交流センター「虹のプラザ」内　☎�35－3877
公式HP　http://niji.town.oishida.�yamagata.jp/library/

～大石田町立図書館 information～
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伝統芸能「歌舞伎」を堪能
田市出身の歌舞伎役者千

せん

川
かわ

貴
き

楽
らく

さんらに
よる歌舞伎公演が1０月15日（月）に虹のプ

ラザ多目的ホールで行われました。公演は昼夜２
回行われ、このうち昼の部は小中学生の芸術鑑賞
会として開かれ、中学生と小学５・６年生児童が
歌舞伎「応

おう

挙
きょ

の幽霊」と舞踊「雨の五郎」を鑑賞
しました。また、歌舞伎の化粧「隈

くま

取
どり

」体験では、
３名の児童生徒がステージに上がり、歌舞伎役者
を手本に自分自身で化粧を体験しました。
　本事業は紀文グループの創業8０周年記念として
協賛を受けて開催され、満席となった夜の部は、
多くの町民が伝統芸能を堪能しました。

世界のおもちゃと遊びを体験
界の遊びやおもちゃを体験できるイベン
ト「大石田子どもミュージアム」が９月1６

日（日）に虹のプラザで開催されました。これは
子どもミュージアム in 山形実行委員会（吾妻正
章代表）が開催したもので、会場となった虹のプ
ラザ２階には世界中のおもちゃや遊びのコーナー
が設けられ、子どもたちは自由に会場を回り、こ
こでしかできない遊びを楽しみました。
　このほか、韓国のチマチョゴリなど外国の衣装
を着ることができるワークショップや、大石田と
んとむがすの会による昔話、保護者向けの子育て
講話なども行われました。

世
地域の芸能を学ぶ

域の伝統芸能を学ぼうと、大石田北小学
校の５年生児童18人が９月2０日（木）に、

鷹巣地区で受け継がれている和太鼓演奏の指導を
受けました。これは県村山教育事務所が主催する
「ふるさと塾出前講座」として行われたもので、
雪国鷹巣太鼓保存会（延澤健治代表）のメンバー
延澤昌子さん、石塚友貴さんの２人が1０月2０日の
学習発表会で披露する演目を伝授しました。石塚
さんは「みんなの心が一つにならないと演奏がそ
ろわない」と指導し、太鼓のバチを持つのはこの
日が初めての児童らは、手に伝わる振動に驚きな
がらも熱心に取り組んでいました。

地

星と映画の夕べ
石田小学校で1０月３日（水）に「星と映画の夕
べ」が開催されました。これは町教育委員会と北

村山視聴覚教育センターが開いたもので、大石田小の児
童とその家族5０名が参加してアニメ映画の上映会と星の
観望を楽しみました。参加者は体育館でグリム童話など
のアニメ映画を楽しんだほか、グラウンドでは観望会が
行われました。この日の夜空は薄い雲に覆われていまし
たが、雲間からは時折、火星や土星などが姿をのぞかせ、
参加者はタイミングを見計らって何度も望遠鏡をのぞい
ていました。今年は火星が地球に最も接近する年で、子
どもたちは明るく輝く星を視聴覚教育センター職員の説
明を聞きながら熱心に観察していました。

大
いろんな国の文化触れて楽しむ
々な国の文化を楽しむイベント「ワールドフェス
ティバル」が1０月13日（土）にふたば児童センター

のグラウンドで開催されました。会場には児童館に通う子
どもたちが準備した韓国、アメリカ、ベトナム、イギリス、
タイと、社会福祉協議会が準備した日本の、６か国の料理
や遊びが体験できるブースが設けられ、地域の方や親子連
れなどが訪れて、タイ風焼きそば「パッタイ」の屋台やイ
ギリスのお茶会体験ブースなどを回り各国の文化に触れて
いました。
　子どもたちは、夏休み中から町内在住の外国出身の方か
らお話を聞くなどして準備をしていて、ステージでは各国
の童謡などの披露も行われ、会場を盛り上げていました。

様

十五夜の伝統行事を体験
五夜の伝統行事を楽しむイベントが、に
じっこひろばで９月2０日（木）に開催され

ました。これは、町内にも残る行事を若い世代に
も体験してもらおうと企画されたもので、参加し
た親子は、はじめに、にじっこひろば内で民生委
員の井上興四雄さん（南通）から、昔の人が月の
満ち欠けなどに対して名前を付けていたことや、
地域に伝わる十五夜の習わしなどを聞きました。
その後、施設の外に出て、社会福祉協議会や虹の
プラザ事務室などを「豆あげだがは～」と訪ね歩
き、お菓子などをもらう「豆名月」の行事を楽し
みました。

十 酒

ニュース 玉 手 箱
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　大石田町芸術祭では、町内の芸術文化団体がさまざまな作品や歌、踊りなどを披露します。
　芸術の秋、皆さんも芸術に触れてみませんか。

《作品展示》
　◆会　場　虹のプラザ
　◆時　間　午前９時～午後７時　※木・日曜、祝日は午後５時まで（最終日は午後４時まで）

　⃝書　道　展　………………………………　1０月3０日（火）～11月４日（日）
　⃝絵　画　展　………………………………　1０月3０日（火）～11月４日（日）
　⃝短歌と俳句展　……………………………　1０月3０日（火）～11月４日（日）
　⃝レカンフラワー展　………………………　1０月3０日（火）～11月４日（日）
　⃝つるしびな展　……………………………　1０月3０日（火）～11月４日（日）
　⃝華　道　展　………………………………　11月２日（金）～11月４日（日）
　⃝いけばなこども教室作品展　……………　11月３日（土）～11月５日（月）
　⃝県美展大石田巡回展　……………………　1０月24日（水）～1０月29日（月）※29日は正午まで
　⃝町教育祭展　小中学生の書写絵画作品展・創意くふう展
　　　　　　　　………………………………　11月３日（土）～11月13日（火）

《式典・歌と踊りの合同公演》
　◆日　時　11月３日（土）文化の日
　　　　　　午前1０時～午後３時　　お抹茶席（２階和室）
　　　　　　午後０時3０分～　　　　芸術祭式典（町芸術文化栄光賞表彰）
　　　　　　午後１時～　　　　　　歌と踊りの合同公演
　◆会　場　虹のプラザ多目的ホール
　【出演団体】
　下宿こども会、大石田維新組、琴　星の会、すみれ会、大石田町民謡研究会、
　エコーミュージッククラブ、最上川芭蕉連、鶴の会、友の会、大石田吟友会、コーラス虹

《演劇公演》　プロジェクト「虹」　第１回公演「虹を呼ぶひと」　
　◆日　時　11月18日（日）午後２時～　
　◆場　所　虹のプラザ　多目的ホール

第53回 大石田町芸術祭
文化煌

きら

めく 大石田

■町芸術文化協会事務局（教育文化課生涯学習グループ）　℡　35-2111（内線613）

平成30年度の予算執行状況と
財政状況をお知らせします

予算の執行状況

財産の現在高 町債（借入金）の現在高

会　　　計 予算現額 収入済額 収入割合（％） 支出済額 支出割合（％）

一 般 会 計 5,022,335 2,392,667 47.6 1,763,903 35.1

国民健康保険特別会計 897,769 413,143 46.0 333,320 37.1

次 年 子 簡 易 水 道
特 別 会 計 5,830 1,600 27.4 2,114 36.3

学 校 給 食 事 業
特 別 会 計 86,363 39,467 45.7 38,625 44.7

農 業 集 落 排 水 事 業
特 別 会 計 99,690 10,313 10.3 40,051 40.2

介 護 保 険
特 別 会 計 927,332 402,931 43.5 380,527 41.0

後 期 高 齢 者 医 療
特 別 会 計 87,805 25,350 28.9 28,643 32.6

区　　　分 数　　量

土 地 1,048,677㎡

建 物 60,227㎡

有 価 証 券 5,110千円

出 資 に よ る 権 利 57,282千円

債 権 72千円

基 金 1,830,030千円

内　
　

訳

財 政 調 整 基 金 657,369千円

減 債 基 金 51,037千円

土地開発基金（現金） 133,948千円

そ の 他 の 基 金 987,676千円

会　　　計 金　　額 構成比（％）

一 般 会 計 6,720,068 94.1

次 年 子 簡 易 水 道
特 別 会 計 34,382 0.5

農業集落排水事業
特 別 会 計 383,681 5.4

一 時 借 入 金 0 0.0

合 計 7,138,131 100.0

※数値は、土地と建物は平成3０年３月31日現在、その他は平成3０年９月3０日現在のものです。
※単位未満の数値は、四捨五入により端数処理しています。

■総務課　財政グループ　　℡35-2111　内線214・215

（単位：千円）

（単位：千円）
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日 行　事　予　定

２㈮
献血（大石田ライオンズクラブと共催）／午前９時3０分～
午後４時／虹のプラザエントランス

除雪作業安全祈願祭／午後１時3０分／除雪車庫前

３㈯ 大石田町芸術祭式典／午後０時3０分／虹のプラザ多目的
ホール

５㈪ 母子健康手帳交付・健康相談／午後１時3０分／役場相談室

８㈭
年金相談／午前1０時～午後３時／役場1０1会議室
※新庄年金事務所への事前予約が必要です。

℡　0233-22-2050

９㈮
国道347号「鍋越峠」地域交流フォーラム／午後１時3０分／
虹のプラザ会議室

防火キャラバン出発式／午後７時／役場玄関前

1０㈯ 大石田スポーツクラブ「ノルディックウォーキング教室」
／午前９時3０分／あったまりランド深堀駐車場

11㈰ 第47回大石田町民武道大会／午前９時／大石田中学校体育館

14㈬
心配ごと相談／午後１時3０分～４時／社会福祉協議会

行政相談／午後１時3０分～３時3０分／虹のプラザ小会議室

19㈪ 母子健康手帳交付・健康相談／午後１時3０分／役場相談室

2６㈪ 農業委員会総会／午前1０時／大会議室

28㈬ 無料法律相談（要予約）午後１時3０分～午後４時／社会福
祉協議会

※�都合により日程が変わる場合もありますので、事前にお問
い合わせください。

11月の主な行事予定 死亡事故ゼロ1003日目
（10月15日現在）

大石田町の交通事故発生状況
（平成30年１月１日～10月15日）
⃝発生件数　０件　（－１件）
⃝負傷者数　13人　（±０人）
⃝死亡者数　０人　（±０人）

※（　）は前年比

 交通死亡事故ゼロ1,000日が経ちました。
今後も引き続き、交通安全でお願いします。

毎月１日は「大石田町民交通安全行動の日」

日 当番医院名 電　話
３日㈯ 神林内科小児科医院 （35）2202
４日㈰ 尾花沢市中央診療所 （23）2010
11日㈰ 尾 花 沢 病 院 （23）3637
18日㈰ 加 藤 ク リ ニ ッ ク （22）9877
23日㈮ 後 藤 医 院 （35）2034
25日㈰ さ か え ク リ ニ ッ ク （53）8181

家族の健康管理に気をつけて

日曜・休日急患の当番医
11月 診療時間：午前８時30分～午後５時

大石田ライオンズ
児童向け図書を寄贈

明るい町に
ＬＥＤ街路灯贈呈

教
育
委
員
会
委
員
に
鈴
木
善
巧
氏
が
再
任

　

東
北
電
力
㈱
（
遠
藤
裕
之
新
庄
電

力
セ
ン
タ
ー
所
長
）、
ユ
ア
テ
ッ
ク
㈱

（
小
野
寺
洋
新
庄
営
業
所
長
）
が
町
に

Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
路
灯
４
基
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
両
社
が
「
明
る
い
町
づ
く
り

に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
寄
贈
し
た
も

の
で
す
。

　

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

第
３
回
大
石
田
町
議
会
定
例
会
で
議

会
の
同
意
を
得
て
、
鈴
木
善
巧
さ
ん

（
鷹
巣
）
が
教
育
委
員
会
委
員
に
再
任

さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、
平
成
3０
年
1０

月
１
日
か
ら
平
成
34
年
９
月
3０
日
ま
で

の
４
年
間
で
す
。

　

大
石
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
村
上
忠

彦
会
長
）
が
町
立
図
書
館
に
児
童
や
ヤ
ン

グ
ア
ダ
ル
ト
向
け
の
図
書
73
冊
を
寄
贈
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が

開
催
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
の
善

意
に
よ
る
も
の
で
、
村
上
会
長
は
「
子
ど

も
た
ち
が
図
書
館
を
利
用
す
る
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

鈴木　善巧さん（鷹巣）

　

俳　

句

秋
雨
に
松
ぼ
つ
く
り
や
鎧
め
く�

青　

木　

ミ
サ
女

縄
文
の
遺
跡
の
小
屋
に
湧
く
や
ぶ
蚊�

五
十
嵐　

隆　

司

吾
の
手
と
は
縋す
が

り
て
憩い

こ

ふ
く
つ
わ
虫�

榎　

本　

杉さ
ん

香こ
う

尼に

高
齢
者
免
許
講
習
秋
日
和�

柏　

倉　

ヤ
ス
子

コ
ス
モ
ス
や
歌
に
揺
ら
る
る
昼
寝
の
子�

木　

村　

満
喜
子

分
水
嶺れ
い

の
跨ま
た

げ
る
流
れ
水
澄
め
り�

斉　

藤　

静　

子

涼
風
に
身
を
置
き
鍬
を
休
ま
せ
て�

土　

屋　

忠　

子

メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
に
寄
せ

吹ふ

き
だ
ま
る
落お
ち

葉ば

に
今け

朝さ

は
手て

を
伸の

ば
し�

星　

川　

紀
一
郎

　

短　

歌

ペ
ル
セ
ウ
ス
流
星
見
む
と
未
明
の
空
に
目
を
こ
ら
せ
ど
も
遂
に
見
の
が
す�

八　

鍬　

キ
ク
ヨ

き
の
こ
採
り
の
趣
味
の
夫
が
山
か
ら
帰
り
幸
せ
そ
う
に
う
た
た
寝
し
て
い
る�

鈴　

木　

智
恵
美

支
柱
な
き
鉄
線
の
蔓
は
地
を
這
ひ
て
す
ね
ゐ
る
や
う
に
花
を
さ
か
せ
り�

鈴　

木　

多
喜
子

悠
々
と
泳
ぐ
マ
グ
ロ
を
眺
め
つ
つ
夕
飯
に
つ
い
て
あ
れ
こ
れ
話
す�

小　

玉　

春　

歌

朝
取
り
の
ニ
ラ
の
香
り
と
ニ
ラ
た
ま
ご
春
の
よ
ろ
こ
び
ニ
ラ
の
速そ

く
育�

佐
々
木　

昭　

治

携
帯
に
不
足
は
な
い
が
粋
が
り
て
妻
に
も
勧
め
ス
マ
ホ
に
換
へ
る�

杜　
　
　

匠　

一

今
日
ひ
と
日
降
り
み
降
ら
ず
み
雨
雲
が
空
を
覆
ひ
て
た
そ
が
れ
て
ゆ
く�

伊　

藤　

哲　

夫

朝
露
に
ぬ
れ
て
ふ
や
け
し
指
先
を
ナ
ス
ビ
の
刺
が
時
折
は
刺
す�

海　

藤　

忠　

男

山形県老人クラブ連合会表彰老人クラブ連合会
第12回公式ワナゲ大会

　山形県老人福祉大会において、以下の皆さんが表
彰等を受けました。地区における老人クラブ活動の
発展に寄与した功績に対して表彰されたものです。　
　大変おめでとうございます。
老人福祉功労者県知事感謝状
　髙橋　昭治さん（来迎寺）
県老連女性委員会設立20周年記念特別表彰
　髙橋　秀子さん（小菅）
山形県老人クラブ連合会会長表彰
　有路　惠さん（仲通）　豊後　朗さん（駒籠）
優良老人クラブ表彰
　佐田町老人クラブ

　大石田町老人クラブ連合会主催の公式ワナゲ
大会が、1０月５日（金）に旧最北専門校体育館
で開催されました。結果は以下のとおりです。

【
個
人
の
部
】

　

ト
ー
タ
ル
ス
コ
ア
賞

第
１
位　

森　
　

陵
子

�

（
駒　

籠
）

第
２
位　

菅
野　
　

剛

�

（
庚
申
町
）

第
３
位　

桐
井　

義
人

�

（
庚
申
町
）

第
４
位　

吾
妻　

惠
作

�

（
朝
日
町
）

【
団
体
の
部
】

優　

勝　

駒
籠
Ｂ
チ
ー
ム

準
優
勝　

駒
籠
Ａ
チ
ー
ム

第
３
位　

庚
申
町
Ｃ
チ
ー
ム

第
４
位　

仲
通
Ａ
チ
ー
ム

広報おおいしだ 30．1015 広報おおいしだ 30．10 14



町の人口 平成30年10月１日現在

世帯数　2,352戸　（＋３）
総人口　7,158人　（＋５）
　男　　3,505人　（＋１）
　女　　3,653人　（＋４）

（９月中の異動）

出生　１人　　転入　19人
死亡　７人　　転出　８人

※この人数は外国人も含めたものです。

楽
が
き
帳

　

町
芸
術
祭
の
一
環
と
し
て
開
催
す
る

演
劇
公
演
で
、
1
か
月
後
に
迫
っ
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
虹
」
第
１
回
公
演
は
、

昨
年
９
月
に
県
民
芸
術
祭
開
幕
記
念
公

演
と
し
て
上
演
し
た
「
虹
を
呼
ぶ
ひ

と
」
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
再
演
で
す
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
私
も
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
く
の
で
す
が
、
今
年
は
去
年
以

上
に
運
動
不
足
な
中
、〝
か
す
ぎ
〟
を

振
り
回
し
た
り
飛
び
跳
ね
た
り
と
い
っ

た
去
年
の
よ
う
な
動
き
が
出
来
る
の
か
、

と
て
も
不
安
で
す
。
そ
れ
以
前
に
セ
リ

フ
が
全
然
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
ず
は

し
っ
か
り
セ
リ
フ
を
覚
え
て
、
動
け
る

体
に
し
て
、
去
年
以
上
に
飛
び
跳
ね
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
皆

さ
ん
観
に
来
て
く
だ
さ
い
。�

（
あ
）

茂吉先生の絵と伝円山応挙筆『鶏頭図』について
　～「斎藤茂吉と歌集『白き山』『ともしび』『寒雲』」展にあたって～
　私の家に、円山応挙が中国の元代の画家舜銭挙の絵を模写したとい
う『鶏頭図』があります。茂吉先生は、昭和22年９月10日にこの軸を
見にきており、40～50分間じっくりと鑑賞していきました。さらに同
月20日にも再訪し、やはり身動きもせず20分間ほど見ていたというこ
とです。祖母が「先生、この軸がお気に入りましたら、おあげしても
ええざえっす。」と言ったら「いやこれはどうも、これは実によいも
のだっす。大切に長く保存してけらっしゃいっす。ぼくはこれで十分勉強したからなっす。」と辞
退したというエピソードが残っています。（板垣家子夫著『齋藤茂吉随行記』より）
　茂吉先生がこの『鶏頭図』をどのように知ったのかはわかりません。この軸を入れている桐箱は
少し傷んでいるし、いわゆる「鑑定書」も付いていないので本物かどうかもわかりません。もっと
も、たとえ鑑定書がついていても真贋のほどは定かではない、というのがこの世界です。さらに悪
いことには、応挙はとりわけ贋作が多い絵師としても有名です。
　茂吉先生は子どものころから絵がうまかったといわれていますが、本格的な絵を描き始めたのは
戦後、郷里の金瓶や大石田在住時のことでした。日本画家で茂吉先生の歌の弟子でもある加藤淘陵
画伯の勧めと指導のもとで、めきめきと上達していったといいます。
　茂吉先生は主に草花や野菜を描きました。その中でもとりわけ多いのが牡丹の絵で、10点ほどが
確認されています。個人的にはこの応挙の『鶏頭図』と茂吉先生が描いた牡丹の絵は、どこか似て
いるかなと思ったりしています。何事も本格的にやり始めてこそ、良し悪しが理解できるといいま
す。短歌で自身が辿りついた写生の極致「実相観入」を、絵画制作で試みた茂吉先生が熱心に鑑賞
し、自らの作品に取り入れたと考えると、もしかしたら、この『鶏頭図』は本当に良い絵なのかも
知れません。
　みなさんはどう感じるでしょう。今回の展示に合わせて聴禽書屋の床の間に掛けてありますの
で、是非ご覧になってみてください。そして展示室の茂吉先生の２点の牡丹の絵と見比べてみてみ
るのも面白いかと思います。さらに聴禽書屋では、加藤淘陵画伯の「竹樋に雀とあかまんま」を描
いた地袋のふすま絵もご覧になれます。庭一面のスギゴケの緑もあざやかです。さわやかな秋のひ
と時、大石田時代の茂吉先生を追体験してみてはいかがでしょうか。
� 大石田町立歴史民俗資料館　館長　佐　藤　里　美

別冊 おおいしだものがたり
～資料館資料編～

「開館40周年記念企画展　齋藤茂吉と歌集『白き山』『ともしび』『寒雲』」は11／25（日）まで
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